
 

朝日訴訟の地でも勝訴 

 10 月 28日、岡山地方裁判所は、岡山県内在住の

生活保護利用者ら 38 名（提訴時 46 名）が提起し

た裁判で、保護変更処分の取消しを命じる原告勝訴

の判決を言い渡しました。これまで言い渡された地

裁判決と高裁判決のうち原告勝訴は、岡山地裁で 1

９例目です。 

 

ゆがみ調整は違法 

判決では、国が最近になって朝日訴訟最高裁判決

の判断枠組みによるべきだと主張し始めた点につい

て、行政庁が裁量的判断を行うに当たって適切な判

断過程と手続を経るべきことについて何ら司法的統

制が及ばないことになりかねないと厳しく否定しま

した。 

また、ゆがみ調整について国の主張を軽信するこ

となく、判決は完全なゆがみ調整を行った場合と国

が行った２分の１調整を分析し、国の主張には明ら

かな誤謬（ごびゅう）があるとして否定し、厚生労

働大臣の判断過程に被保護者の生活への影響等の観

点から見て逸脱・濫用があるとしました。 
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ゆがみ調整とデフレ調整とを行ったことも

違法 

さらにゆがみ調整とデフレ調整とをいずれも行った

ことについても、ゆがみ調整と合わせた改定後の生活

扶助基準額が一般低所得世帯の消費水準と均衡したも

のであって、最低限度の生活が確保されたものか十分

に検証・検討がなされていないため、厚生労働大臣の判

断過程に過誤があるとして裁量の逸脱・濫用を認めて

います。 

 

原告「嬉しい」「最高裁まで勝たねば」 

 判決後、裁判所前で弁護団と原告とが勝訴を喜びま

した。報告集会では、原告代表の 70代男性が「物価も

上がり家計は苦しい。現状よりましな生活が送れるよ

う是正してほしい」と訴えました。また、他の原告の口

からは「嬉しい」、「ホッとした」などといった声が挙が

ると共に、「最高裁まで勝たなければならない」といっ

た発言が出て、弁護団としてもさらに頑張らなければ

ならないと強く再確認させられました。 

 弁護団長の清水善朗団長は「この 10年あまり闘って

きて、ようやく私たちの声が、司法的に認められたこと

は高く評価したいと思います」と発言しました。 

 

セーフティーネットを守る戦いの重要性 

 岡山知事選・衆議院議員選挙の翌日というタイミン

グであったにもかかわらず、多くの報道陣が詰めかけ、

改めて、セーフティーネットを守る戦いの重要性を痛

感しました。 

 残り２つの地方裁判所の判断も期待して待ちなが

ら、最高裁での勝訴を目指して頑張りたいと考えてお

ります。引き続きご注目とご支援をお願い致します。 

（原告弁護団 森岡祐貴） 

岡山地裁で１９例目の勝訴判決 

（判決前の原告団） 



 

全国津々浦々から、思いを届けよう  

現在、大阪、名古屋など高裁判決後の訴訟はすべ

て、最高裁第 3 小法廷（宇賀克也裁判長）に係属し

ています。これからも各地の訴訟は、次々に最高裁

に係属する見込みです。 

そこで、当会は、2024 年度総会を契機に、最高

裁判所に宛てた署名活動に取り組んでいます。 

現在、各地の裁判を支援する会や支援を表明して

いる全国団体が中心になって、多くの方々の署名を

集めています。 

最高裁に求めるのは司法の職責を果たすこと 

2013 年度からの生活保護基準引き下げは、過去

最大の下げ幅で 96％の生活保護利用世帯が削減の

影響を受けました。 生活保護を利用する人たちは、

食事や風呂の回数を減らす、友人との付き合いを減

らすなど、厳しい生活を余儀なくされました。これ

は、人間らしく生きていこうとする希望や前向きな

気持ちを奪い、憲法 25 条が保障する「健康で文化

的な最低限度の生活」を侵害するものです。 

当会は、人権保障の最後の砦である最高裁が、司

法の職責を果たし、法の力で行政の暴走を正す判決

を言い渡すことを求めます。すべての署名は、最高

裁判所に提出します。裁判官に、この裁判に多くの

市民や団体がわがこととして関心を持っていること

を訴えるためです。 

 

ホームページに署名用紙・オンライン署名 

いのちのとりで裁判全国アクションのホームペー

ジに署名用紙があります。ダウンロードし、必要な

枚数を印刷してください。地域の集会や街頭等でご

活用ください。あわせて、ホームページからオンラ

イン署名もあります。ＳＮＳ等でご活用ください。 

（署名用紙のダウンロードはこちら） 

https://inochinotoride.org/file/240722_shome

i.pdf 

（オンライン署名はこちら） 

https://forms.gle/k93FqsP14y27e8QE8 

 

集まった署名は、全国生活と健康を守る会連合会

に送ってください。 

【送付先】全国生活と健康を守る会連合会 

160-0022 東京都新宿区新宿 5-12-15 KATO

ビル 3F 

№33（2） 

全国の声を届けよう！ 

最高裁にあてた統一署名 
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